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地方都市の人口動態と 3次産業化の関係の事例研究

一
、
序
｜
｜
研
究
の
目
的

「
都
市
化
」
と
言
わ
れ
る
と
き
、
そ
れ
は
と
き
と
し
て
「
現
代
化
」
あ
る
い
は
「
合
理
的
生
活
の
実
践
」
と
い
う
内
容
を
持
つ
こ
と

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
空
間
的
な
場
所
を
意
味
す
る
都
市
が
、
文
明
史
的
な
み
か
た
か
ら
連
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

西
洋
に
、
「
神
が
田
舎
を
造
り
、
人
が
都
市
を
造
っ
た
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。
こ
れ
は
産
業
活
動
か
ら
み
る
と
、
自
然
条

件
に
影
響
を
受
け
易
い
第
1
次
産
業
と
、
人
聞
の
経
済
的
合
理
性
の
追
求
の
所
産
と
考
え
ら
れ
る
第
2
次
お
よ
び
第
3
次
産
業
の
差

異
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
人
聞
の
知
識
と
技
術
の
向
上
が
合
理
化
を
も
た
ら
し
、
生
活
水
準
（
物
的
〉
を
上

昇
さ
せ
る
こ
と
が
ま
た
現
代
化
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
都
市
と
い
う
場
所
に
お
い
て
こ
そ
、
そ
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ

る。
し
か
し
、
大
都
市
に
お
い
て
は
企
業
と
人
聞
が
非
常
に
多
く
集
ま
り
、
多
く
の
社
会
問
題
を
発
生
さ
せ
、
生
活
水
準
は
下
降
し
て

い
る
と
、
感
じ
て
い
る
消
費
者
の
数
が
増
大
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
企
業
も
人
間
も
都
市
（
行
政
区
分
で
は
な
い
）
に
集
中
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を
続
け
て
い
る
。
村
落
で
の
生
活
と
経
済
活
動
は
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
く
、
採
算
の
ひ
き
合
う
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
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か
。
と
い
う
こ
と
は
、
合
理
的
な
計
算
に
基
け
ば
都
市
は
生
活
が
比
較
的
良
い
も
の
で
あ
り
、
採
算
の
と
れ
る
余
地
を
残
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。
苦
痛
や
不
快
、
損
失
や
危
険
が
多
く
て
も
消
費
者
、
企
業
者
は
そ
れ
以
上
の
満
足
、
利
益
を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
村
落
で
は
、
す
べ
て
（
苦
痛
か
ら
利
益
ま
で
）
が
少
な
く
て
、
冒
険
心
あ
る
い
は
野
心
を
満
足
さ
せ
ら
れ
な

い
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
第
1
次
産
業
で
の
拡
大
の
余
地
が
な
く
な
り
、

2
次、

3
次
産
業
が
そ
れ
に
代
わ
っ
て
き
て
い
る
だ
け

で
あ
っ
て
他
の
何
者
で
も
な
い
こ
と
が
、
都
市
を
増
大
さ
せ
続
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
増
大
が
社
会
問
題
を
発
生
さ
せ
て
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い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
都
市
」
と
い
う
場
所
で
営
ま
れ
る
活
動
が
、
村
落
で
営
ま
れ
る
活
動
を
自
然
の
強
い
制
約
か
ら
少
し
づ
っ
解
放
し
、
効
率
的
な
生

産
方
法
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
都
市
給
養
人
口
も
増
加
さ
せ
て
い
る
の
は
明
白
な
事
実
で
あ
る
。
簡
単
に
言
え
ば
食
糧
充

足
活
動
を
、
よ
り
人
間
の
支
配
下
に
お
け
る
よ
う
に
し
た
の
が
「
都
市
化
」
と
も
考
え
ら
れ
る
。

目
的
が
定
ま
れ
ば
、
選
択
さ
れ
る
手
段
を
最
も
合
理
的
な
も
の
と
す
る
。
何
か
が
優
先
さ
せ
ら
る
と
、
他
は
犠
牲
に
な
る
。
効
率

性
が
重
視
さ
れ
れ
ば
、
平
等
性
は
軽
視
さ
れ
よ
う
。
競
争
原
理
が
採
用
さ
れ
れ
ば
、
弱
者
は
社
会
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
く
。

位
置
の
選
択
に
関
し
て
も
、
最
も
都
合
の
良
い
所
す
な
わ
ち
利
潤
あ
る
い
は
満
足
を
最
大
に
す
る
場
所
が
各
経
済
主
体
に
と
っ
て

共
通
で
あ
れ
ば
、
付
け
値
競
争
に
よ
っ
て
、
最
高
付
け
値
者
が
利
用
権
を
得
る
で
あ
ろ
う
。
競
争
に
敗
れ
た
者
は
次
善
の
場
所
を
見

つ
け
る
か
、
全
く
別
の
活
動
へ
移
る
か
す
る
こ
と
に
な
る
。
競
争
に
勝
っ
た
者
は
そ
れ
だ
け
は
支
払
い
得
る
収
入
の
あ
る
こ
と
、
す

な
わ
ち
地
代
負
担
力
の
あ
る
者
な
の
で
あ
り
、
そ
の
生
産
す
る
製
品
が
市
場
に
お
い
て
需
要
さ
れ
、
実
際
に
企
業
家
に
収
入
を
も
た

ら
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
製
品
へ
の
需
要
の
差
違
が
結
局
土
地
利
用
を
決
め
る
こ
と
に
な
る
。

「
都
市
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
場
所
も
結
局
は
、
需
要
の
程
度
に
依
存
す
る
2
次
産
業
と
3
次
産
業
の
立
地
可
能
な
位
置
が
限

界
を
定
め
る
あ
る
い
は
拡
張
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
産
業
に
従
事
す
る
人
々
の
住
居
の
立
地
も
都
市
に
あ
る
と
一



般
に
考
え
ら
れ
る
。
第
1
次
産
業
と
比
較
す
・る
と
2
次
お
よ
び
3
次
産
業
は
職
住
分
離
が
現
実
的
で
あ
る
。
労
働
す
る
場
所
と
そ
の

家
計
が
居
住
す
る
場
所
の
分
離
で
、
居
住
者
の
通
勤
限
界
も
都
市
の
広
さ
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
都
市
と
い
う
場
所

は、

2
次
産
業
の
立
地
と
3
次
産
業
の
立
地
と
そ
れ
ら
産
業
に
従
事
す
る
労
働
者
の
住
居
の
立
地
と
か
ら
な
る
立
地
複
合
体
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
立
地
配
置
は
経
済
的
に
合
理
的
な
型
態
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
正
し
地
代
負
担
力
の
差
と
い
う
意

味
に
お
い
て
で
あ
る
が
。
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ま
た
産
業
・の
性
質
か
ら
考
え
る
と
、

2
次
産
業
の
立
地
は
労
働
空
間
で
あ
り
、

3
次
産
業
の
立
地
は
休
息
（
余
暇
）
空
間
で
あ

り
、
住
居
は
家
庭
（
居
住
）
空
間
と
言
え
る
。
正
し
、

3
次
産
業
に
就
業
す
る
労
働
者
は
、
こ
の
空
間
区
分
で
は
、
休
息
空
間
と
労

働
空
間
が
同
一
に
な
る
が
、
そ
れ
ら
が
必
ず
し
も
場
所
的
に
同
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
意
味
し
な
い
。
第
1
次
産
業
の
従

事
者
は
こ
の
空
間
区
分
で
の
距
離
差
が
小
さ
い
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
空
聞
を
時
間
的
に
集
中
的
に
利
用
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
は
農
業
に
お
い
て
農
繁
期
と
農
閑
期
が
あ
る
よ
う
に
。
都
市
生
活
者
は
1
日
の
行
動
パ
タ
ー
ン
の
中
で
上
の
三
つ
の
空
聞
を
移
動

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
通
勤
、
労
働
、
帰
宅
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

時
間
の
進
行
は
空
間
の
型
態
｜
｜
都
市
の
型
態
ー
ー
も
変
化
さ
せ
る
。

2
次
産
業
の
あ
る
も
の
は
大
規
模
化
し
て
い
く
。
広
大
な

敷
地
を
要
求
し
、
労
働
者
も
多
く
な
り
機
械
・
設
備
も
大
型
の
も
の
を
使
用
し
、
大
量
生
産
を
行
な
う
。
そ
こ
で
は
都
心
の
広
大
な

土
地
を
利
用
す
る
に
は
余
り
に
地
代
負
担
が
大
き
く
な
り
、
製
品
の
価
絡
を
上
昇
さ
せ
れ
ば
需
要
が
減
少
す
る
で
あ
ろ
う
。
安
い
地

代
の
場
所
は
、
機
械
・
設
備
を
更
新
す
る
と
き
、
立
地
移
転
の
候
補
地
に
な
る
。
市
場
、
原
料
供
給
地
等
の
影
響
を
考
慮
し
て
、
最

善
の
移
転
地
が
選
択
さ
れ
る
。
移
転
先
は
結
果
と
し
て
工
業
化
し
、
移
転
跡
地
の
利
用
は
公
共
施
設
か
地
代
負
担
力
の
高
い
企
業
に

よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
製
造
業
と
販
売
業
を
比
較
し
た
と
き
、
土
地
当
り
収
益
性
は
販
売
業
の
方
が
通
常
高
い
。
よ
っ
て
商
業
は
都
心
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に
立
地
し
、

工
業
は
郊
外
へ
、
住
居
は
質
物
行
動
と
通
勤
行
動
の
両
方
の
費
用
〈
苦
痛
）
を
最
小
に
す
る
か
、
居
住
に
よ
っ
て
得
ら



れ
る
効
用
を
最
大
に
す
る
か
の
両
極
端
を
ゆ
れ
つ
つ
所
得
制
約
の
下
で
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
都
市
圏
内
に
お
け
る
行
動
の
空
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間
的
移
動
と
立
地
分
化
は
上
述
の
よ
う
に
な
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
モ
デ
ル
は
あ
く
ま
で
経
済
的
合
理
性
中
心
で
あ
り
、
過
去
か
ら
の
文
化
的
歴
史
的
伝
統
の
差
等
を
考
慮
し
て
い
な

い
も
の
で
あ
る
。
個
々
の
都
市
は
多
か
れ
少
な
か
れ
そ
う
い
っ
た
要
因
に
影
響
を
受
け
て
い
る
。
人
間
の
行
動
は
H

気
ま
ぐ
れ
u

で
あ
る
こ
と
も
多
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
経
済
中
心
の
理
｜
｜
利
ー
ー
で
の
み
行
動
す
る
も
の
で
は
な
い
。
血
縁
な
ど
も
か

な
り
行
動
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
言
わ
れ
て
い
る
。
趣
味
や
娯
楽
の
享
受
あ
る
い
は
良
い
学
校
の
あ
る
場
所
、
公
共
施
設
の
整
っ
て
い

る
場
所
も
住
居
の
実
際
の
選
択
に
は
考
慮
さ
れ
る
要
因
で
あ
る
。
都
市
の
発
展
・
拡
大
の
バ
タ
l
ン
は
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
の
個
別
事

情
に
よ
っ
て
異
な
る
は
ず
で
あ
る
。

地
表
上
が
完
全
に
均
質
で
、
人
間
も
個
人
差
が
全
く
な
い
と
す
れ
ば
、
立
地
論
や
経
済
地
理
学
は
発
生
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

人
聞
に
も
個
性
が
あ
り
地
表
に
拡
が
り
が
あ
り
、
自
然
条
件
に
差
の
あ
る
こ
と
が
、
個
性
の
あ
る
都
市
を
発
生
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

独
自
の
発
展
を
さ
せ
た
り
衰
退
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
内
陸
都
市
｜
｜
栃
木
県
真
岡
市
｜
｜
と
臨
海
工
業
地
帯
｜
｜
山
口
県
周
南
地
域
｜
｜
お
よ
び
伝
統
的
都
市
｜
｜
石
川

県
金
沢
市
ー
ー
を
事
例
研
究
の
対
象
と
し
て
選
び
出
し
、
そ
の
都
市
化
の
差
違
を
み
て
い
く
。

そ
の
差
違
は
主
と
し
て
、

人
口
変

動
、
産
業
構
造
｜
｜
2
次
と
3
次
｜
｜
、
住
居
地
区
の
変
化
か
ら
眺
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

二
、
栃
木
県
真
岡
市

真
岡
は
江
戸
時
代
に
は
木
綿
の
生
産
・
販
売
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
明
治
以
降
の
近
代
化
に
は
遅
れ
を
と

り
、
工
業
は
殆
ん
ど
立
地
せ
ず
過
疎
化
が
進
｝
ん
で
い
た
。
昭
和
二
九
年
に
市
制
が
し
か
れ
た
と
き
の
人
口
が
四
一
、

一
五
六
人
で
あ
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ロ人表2-1

各年4月1日現在

＼＼｜  男 女 計 ｜対前年増減

昭29 41, 156 

昭30 41,887 731 

昭35 20,626 21,375 42,001 A 9 

昭40 19,143 20,072 39,215 企145

昭45 19,838 20,389 40,227 887 

PB46 20,541 20,948 41,489 1,262 

昭47 21,328 21,492 42,820 1,331 

昭48 22,171 22,163 44,334 1 '514 

昭49 23,104 22,867 45,971 1,637 

昭50 23,752 23,504 47,256 1,285 

昭51 24,499 24,112 48,611 1,355 

昭52 25,067 24,617 49,682 1,071 

昭53 25,693 25,173 50,866 1,184 

昭54 26,247 25,648 51,895 1,029 

昭55 26,657 26,104 52,761 866 

。推移

（住民基本台帳〉

っ
た
が
、
四

O
年
に
は
三
九
、
二
一
五
人
と
約
二

O
O

O
人
の
減
少
で
あ
り
特
に
若
年
層
は
京
浜
工
業
地
帯
へ

労
働
力
と
し
て
流
出
し
て
い
た
。
人
口
の
減
少
、
特
に

若
年
労
働
者
の
減
少
は
、
地
域
の
衰
退
を
表
わ
す
主
要

な
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
巨
大
都
市
圏
で

ム印は減少

の
過
密
に
よ
る
幣
害
の
是
正
と
し
て
、
工
業
分
散
政
策

が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
三
六
年
噴
か
ら
工
業
団
地

造
り
が
各
地
で
盛
ん
に
な
っ
た
。
東
京
か
ら
一

O
O
M

圏
内
と
い
う
有
利
な
条
件
を
も
っ
真
岡
市
で
も
工
業
団

地
が
造
ら
れ
た
。
図
2
1
1
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
市
の
西
部
、
長
田
、
勝
瓜
地
区
で
あ
る
。
そ
の

あ
た
り
一
帯
は
平
地
林
と
畑
で
、
地
下
水
、
交
通
の
便

が
良
か
っ
た
。
ま
た
団
地
造
成
も
容
易
な
条
件
で
あ
っ

た。
さ
ら
に
、
土
地
投
機
の
多
発
す
る
以
前
で
あ
っ
た
の

で
安
い
価
格
、
第
一
工
業
団
地
で
平
均
二
九

O
円
／

m
、

第
二
工
業
団
地
で
五

O
四
円
／
d
で
買
収
し
て
い
る
。
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販
売
価
格
も
安
く
、
ま
た
住
宅
公
団
が
造
成
し
た
団
地



で
あ
る
こ
と
も
影
響
し
て
好
結
果
が
生
じ
て
い
る
。
第
一
工
業
団

地
の
場
合
、
三
九
年
四
月
造
成
開
始
、
四
一
年
三
月
造
成
完
了
、
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公
募
開
始
で
、
総
事
業
費
一
一
億
三
八
O
O
万
円
、
う
ち
用
地
費

四
億
八
四
O
O
万
円
（
四
二
・
五
%
）
、
事
業
費
四
億
三
九
O
O

万
円
（
三
人
・
五
%
）
、
関
連
施
設
費
二
億
一
五
O
O
万
円
（
一

九
・
O
%
）
の
費
用
内
訳
、
処
分
価
格
が
昭
和
四
一
年
、
八
八
O

円
／
2
m
、
四
五
年
、
二
一
O
O
円
／
d
、
四
八
年
四
、
二
三
O
円

／
2
m
で
、
三
四
社
に
販
売
さ
れ
て
い
る
。
第
二
工
業
団
地
は
、

四
三
年
三
月
造
成
完
了
、

四

一
年
一
二
月
造
成
開
始
、

公
募
開
始

で
、
総
事
業
費
八
億
九
九
O
O
万
円
、
う
ち
用
地
費
三
億
四
九
O

O
万
円
三
二
八
・
八
広
）
、
事
業
費
四
億
五
六
O
O
万
円
（
五
O

・
七
%
〉
、

関
連
施
設
費
九
四
O
O
万
円
（
一

0
・
五
%
）
の
費

用
内
訳
、
処
分
価
格
は
四
三
年
九
O
O
円
／
ポ
、

三
O
円
／
2
m
、
四
八
年
四
、

四
五
年
て
ニ

さ
れ
て
い
る
。
立
地
企
業
は
図
2
1
2
、
図
2
1
3
に
示
さ
れ
て
い
る
。
事
業
主
体
が
住
宅
公
団
で
あ
っ
た
た
め
、
真
岡
市
は
買
収

一
一
O
円
／
2
m
で
、
二
一
社
に
販
売

負
担
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

事
務
の
委
託
と
工
業
団
地
に
立
地
す
る
企
業
の
た
め
の
団
地
外
の
排
水
路
を
都
市
下
水
路
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
費
用
の
一
部

立
地
誘
致
に
あ
た
っ
て
は
第
一
工
業
団
地
に
は
、
工
業
用
水
の
利
用
が
少
な
い
も
の
、
第
二
工
業

団
地
は
規
模
的
に
は
大
き
い
工
場
と
用
水
利
用
の
多
い
工
場
が
立
地
す
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
内
陸
型
の
工
業
で
一
社
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図2-2 真岡第一工業団地
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圏2-3 真岡第二工業団地
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第
一
工
業
団
地

,I> 
』ニー

業
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ア
サ
ヒ
衛
陶
伺

明
石
屋
建
材
綿

池
田
金
属
工
業
側

池
田
物
産
制

制
伊
藤
商
店
‘

加
藤
発
条
側

鬼
怒
川
ゴ
ム
工
業
掛

輔
協
和
製
作
所

富
士
ピ
1
エ
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト
側

側
鋼
板
加
工
セ
ン
タ
ー

小
松
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
製
造
輔

副
明
小
坂
研
究
所

小
坂
鋳
工
悌

三
洋
シ
リ
コ
ン
電
子
制

産
和
産
業
制

・

自
動
車
ね
ぢ
工
業
側

品
川
企
業
綿

昭
和
精
工
脚

千
住
金
属
工
業
側

仙
波
街
化
工
業
側

第
一
電
子
工
業
側

大
平
製
紙
綿

一
衛
生
陶
器
及
び
附
属
金
具
類

一
コ
ン
タ
り
l
ト
製
品
、

一
自
動
車
座
席
金
物

一
自
動
車
用
座
席
及
び
内
装
部
品

一
煎
豆
製
造

一
各
種
部
品
金
属
バ
ネ
、
樹
脂
フ
ァ
ス
ナ
ー

自
動
車
用
ゴ
ム
、
合
成
樹
脂
－部
品

自
動
車
部
品
、
セ
フ
テ
イ
ミ
ラ
ー

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
桁

鋼
板
の
熔
断
、
前
向
断
加
工
品

州
民
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー

ス
ク
リ
ュ
ー
ポ
ン
プ
、
精
密
測
定
器

銑
鉄
鋳
物
の
製
造
、
販
売

半
導
体
製
品
及
び
白
黒
テ
レ
ビ

精
密
型
鍛
造
品

自
動
車
用
建
築
用
ボ
ル
ト
類

乾
燥
剤
、
脱
臭
剤
、
清
浄
剤

自
動
製
袋
包
装
機

各
種
ハ
ン
ダ
］
各
種
軸
受
部
品

食
品
着
色
用
各
種
カ
ラ
メ
ル
、
粉
末
製
品

電
気
機
縁
部
品
、
コ
ネ
ヲ
タ
l

グ
ラ
ビ
ア
印
刷
物

名

主

要

製

名

品

独
占
で
な
く
零
細
な
規
模
を

需品

で 内、ヵ：
五一
五二
年
現 そ
在 の
五 他ノk
社が
が四
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避
け
る
こ
と
を
目
標
と
し
、

公
害
を
出
さ
な
い
型
の
産
業

の
立
地
を
誘
致
す
る
こ
と
を

基
本
目
標
と
し
た
。
こ
れ
と

い
っ
た
地
場
産
業
の
な
い
、

知
名
度
の
低
い
都
市
が
工
場

を
誘
致
す
る
と
考
え
れ
ば
困

難
が
多
か
っ
た
と
想
像
さ
れ

る
。
し
か
し
多
く
の
企
業
が

立
地
し
た
こ
と
は
、
立
地
条

件
の
良
し
悪
し
と
同
様
に
他

の
要
因
も
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ち
れ
る
。
東
京
首
都
圏

に
本
社
を
も
っ
企
業
が
三

六
、
京
阪
神
が
六
、
真
岡
市



千
代
田
梱
包
工
業
側

側
土
屋
製
作
所

東
芝
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
制
胸

中
川
ヒ
ュ

l
ム
管
工
業
輔

日
栄
鋼
材
組
明

日
研
化
学
制

日
本
自
動
機
工
掛

駒
吉
野
工
業
所

制
胸
芳
賀
鉄
工
所

宝
栄
工
業
側

堀
硝
子
制

本
田
技
研
工
業
側

真
岡
建
材
工
業
制

山
川
工
業
鞠

り
バ

l
ス
チ
ー
ル
脚

第
二
工
業
団
地

企

業

オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
ク
リ
ー
ト
脚

栃
木
カ
ネ
カ
鮒

制
神
戸
製
鋼
所

酒
井
重
工
業
側

三
和
化
成
工
業
制

下
関
再
生
金
属
工
業
胸

梱
包
用
材
料

各
種
内
燃
機
用
炉
過
器
、
冷
却
器

強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
各
種

ヒ
ュ

1
ム
韓
国
ベ
ブ
ロ
ッ
ク
等
セ
メ
ン
ト
二
次
製
品

特
殊
鋼
、
機
械
部
品

医
薬
品

水
門
、
門
扉

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

石
材
加
工
用
機
械

自
動
車
部
品

自
動
車
用
硝
子
組
立
加
工

エ
ン
ジ
ン
パ
ル
プ
、
ス
プ
リ
ン
グ
リ
テ
l
ナ
l
・
自
動
車
部
品

建
築
建
材
、
住
宅
設
備
機
材

自
動
車
部
品

一
般
鋼
材
の
加
工
及
び
販
売

名

主

要

製

名

C1 
ロ口

カ
ー
テ
ン
ウ
ォ

l
ル
、
梁
等
プ
レ
ハ
ブ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品

樹
脂
加
工
品
、
電
線

ア
ル
ミ
圧
延
展
伸

建
設
機
械
製
造

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
成
型
加
工
品

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
二
次
地
金

操
業
中
で
あ
る
。
企
業
別
主
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要
製
品
を
示
す
と
上
の
通
り

で
あ
る
。
首
都
圏
の
企
業
の

下
請
け
的
性
絡
は
殆
ん
ど
な

い
が
、
そ
の
市
場
は
首
都
圏

と
み
な
し
て
よ
い
。
諸
企
業

の
立
地
以
前
と
以
後
の
就
業

構
造
を
比
較
し
て
い
る
の
が

表
2
1
2
で
あ
る
。
四

O
年

と
四
五
年
で
第
2
次
産
業
の

比
率
が
お
か
そ
二
倍
に
も
な

っ
て
い
る
。
第
3
次
産
業
の

就
業
者
比
率
は
殆
ん
ど
変
化

な
い
が
、
四

O
年
か
ら
四
五

年
の
聞
に
第
2
次
産
業
に
該

か
れ
、

四
五
年
か
ら
五

O
年

に
か
け
て
は
第
2
次
産
業
の

就
業
者
比
率
は
第
1
次
産
業
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暢
チ
ャ
ー
ム
栃
木

東
京
熱
処
理
工
業
側

東
京
自
動
車
工
業
側

東
邦
食
品
制

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
綿

セ
ツ
ナ
ン
化
成
制

中
山
産
業
側

日
本
ド
ラ
イ
ブ
イ

ッ
ト
制

ニコ

l
ア
ル
ミ
工
業
輔

樋
口
鋼
材
側

目
立
金
属
脚

ヒ
ロ
セ
ボ
イ
ラ
ー
暢

富
士
フ

ァ
イ
バ
ー
グ
ラ
ス
側

ブ
ド

1
真
岡
工
業
側

制
真
岡
製
作
所

生
理
用
品

熱
処
理
炉
製
作
販
売

自
動
車
盤
倫

あ
め
菓
子

リ
ノ
ル
、
レ
キ
サ
ン

合
成
樹
脂
原
材
料
着
色
加
工

梱
包
作
業

特
殊
ね
ぢ
類

ア
ル
フ
ォ
ー
ム
他

鋼
材
切
断

自
動
車
用
マ
レ
ブ
ル
ロ問

各
種
ボ
イ
ラ
ー
附
帯
部
品
の
製
作

ガ
ラ
ス
繊
維
製
品

ナ
イ
ト
ウ
エ
ア

l
、
ム
ウ
ム
ウ

自
動
車
部
品
、
ヵ

l
ク
ー
ラ
ー
、
農
機
具
素
材

の
そ
れ
も
抜
い
て
第
一
位
に

な
っ
て
い
る
。
就
業
者
数
は

四
年
か
ら
五

O
年
に
か
け

て
六
倍
弱
で
あ
る
。
そ
の
第

二
次
産
業
の
中
味
を
み
た
の

が
表
2
1
3
で
あ
る
。
で
き

る
だ
け
多
種
類
の
企
業
の
立

地
を
意
図
し
た
結
果
が
よ
く

反
映
さ
れ
て
お
り
、
好
不
況

の
波
を
地
域
経
済
が
全
面
的

に
被
ら
な
い
こ
と
は
予
想
さ

れ
る
。

こ
れ
ら
企
業
に
労
働
す
る
人
々
の
為
に
、
工
業
団
地
の
東
部
に
大
谷
台
町
住
宅
団
地
を
造
成
し
、
三
六
加
の
敷
地
に
、
四
一
社
の

企
業
に
分
譲
さ
れ
て
い
る
。
企
業
毎
の
区
分
で
土
地
が
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
が
、
最
近
は
一
戸
建
住
宅
指

向
が
強
く
な
り
、
団
地
に
も
空
室
が
目
立
っ
て
い
る
と
聞
い
た
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
地
元
市
民
と
の
関
係
に
お
い
て
も
自
治
体
の
方

で
も
考
慮
は
払
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
団
地
内
の
公
共
施
設
を
一
般
市
民
が
積
極
的
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
祭
り
な
ど
も

催
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
工
業
の
立
地
が
す
べ
て
良
い
こ
と
づ
く
め
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
負
の
影
響
も
当
然
に
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
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表2-2就業構造の変化

｜昭和35年 I40 年 I45 年 1 so 年

第 1次産業 ~：a~~~ gs~!g (~4~:~ cX/~~ 

第 2次産業 c\ ~i~ （~4~~~ （~7~~~ （~8~~~ 
第 3次産業 (~:/~5 (~7~~5 &/~~ d&~ig 

上の数値は実数，〈〉内は比率をそれぞれ示す

表2-3従業者数事業所数．付加価値額の比較（昭和53年〉

順位 ｜産 業名｜特許｜産業名｜号室利｜産業名｜匂l掛〉

1 輸送機械 d1'.~~ 衣 Bil (13.~~ 化 A寸Mー． 9~t1~!5 
2 電 機 d/~~ 食料品 (11. ~~ ヨド 鉄 1~is~~~ 
3 ヨド 鉄 1 ~M (10. 金 属 (11. !~ 輸送機減 7（~4~~~ 
4 ょう業 (7~g~ 家 ァ自て (6. ~~· ょう 業 50~9~~~ 
5 ゴ ム c1'.f5 木 材 (6. ~~ コ. ム 45~8~:g 

6 食料品 c/~~ ょう業 (6.~~ 電 機 35t;/~~ 
7 鉄 鋪 (6~~5 電 機 cs.i~ 鉄 鋼 34t/~~ 

8 金 属 (5~~~ 輸送機械 (5. 6) 金 属 26ts~g~ 

その他 c~／~~ (32.~~ 8~i6~~~ 

-I 1ii~i~ 11 (l~~~ II -I ’制
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商店数の変化〈商業統計調査〉

年
商 店 数

総 組織 業 態 5Jlj 規〈飲食店模を除く別〉

法 個 一
代君主

各小 食小

転車自荷車小重家具宇具付剰叫掴lその他小売

飲 1 5 50 100 

卸霊般 種売 料売 食
人

商 4 49 99 以
次

数 人 人 店業 品業 の業 店 人 人 人 上

39 742 110 632 75 2 1 67 292 35 75 114 81 589 71 1 -

41 836 119 717 97 3 ー 79 314 34 89 119 101 659 76 ー

43 863 136 727 63 2 - 80 318 48 84 144 124 647 92 

45 876 150 726 63 ー 2 73 313 46 75 152 152 611 113 一一
47 921 181 740 64 - 2 78 311 52 81 156 177 607 127 

49 985 219 766 95 - 4 78 320 54 77 170 170 640 128 

51 1,135 283 852 96 ー 6 92 331 69 85 202 254 728 152 1 

54 1,176 267 609 106 2 3 83 327 69 74 212 300 728 143 3 2 

表2-4

工
業
の
立
地
は
市
民
に
雇
用
の
場
を
与
え
、
税
収
を
増
大
さ
せ
て
は

い
よ
う
が
、
二
一
種
兼
業
農
家
の
増
大
で
農
業
活
動
へ
の
影
響
は
ど
の

よ
う
な
も
の
に
な
り
、
増
大
し
た
税
収
を
今
後
の
発
展
に
ど
の
よ
う

に
生
か
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
立
地
企
業
が
地
元
に
関
連
産
業
を
発

展
さ
せ
て
い
く
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
独
特
の
地
元
産

業
と
し
て
牽
引
力
の
あ
る
企
業
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
先
に
も
ふ
れ

た
立
地
企
業
の
労
働
者
と
そ
の
家
族
は
果
た
し
て
永
住
す
る
意
図
で

も
っ
て
そ
こ
で
生
活
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
立
地
を
優
先
さ
せ

る
こ
と
で
隔
絶
さ
れ
た
形
の
住
宅
団
地
の
造
成
は
一
時
的
な
効
果
は

あ
る
に
し
て
も
、
先
住
市
民
と
の
融
合
は
困
難
で
あ
ろ
う
し
、
企
業

毎
と
い
う
特
質
も
負
の
方
向
へ
作
用
す
る
と
よ
り
閉
鎖
的
に
な
り
得

る。

一
戸
建
住
宅
指
向
は
大
都
市
圏
の
郊
外
都
市
で
生
じ
て
い
る
ミ

ニ
開
発
の
問
題
を
生
ぜ
し
め
、
自
然
破
緩
か
ら
公
共
施
設
の
問
題
ま

で
の
範
囲
で
混
乱
を
起
こ
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
道
路
網
、
上
下

水
道
、
学
校
建
設
等
の
問
題
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

2
次
産
業
化
、
人

口
増
加
が
進
め
ば
、
通
常
3
次
産
業
も
活
発
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
発
展
は
地
元
商
店
よ
り
中
央
大
資
本
の
進
出
と
い
う
型
態
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が
通
常
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
既
存
の
、
旧
商
店
街
と
の
対
立
と
い
う



圏

商 圏 ｜市町名｜（命和4昨ゐ｜吸収率｜吸収入口

第 1次圏｜吸収率縦以上 ｜真岡市｜ 44,554人 I 78.4% 1 34,930人

第 3次閤 吸収率 益子町｜ m，似｜ 15.4% I 3,116人

10%～20%未満 二宮町｜ 17,040人｜ 14.2% 1 2,420人

J口'- 計 I 81. 828人 I 49.5% I 40,466人

商の市｜司真表2-5

昭和49年 3月地域購売動向調査

閤

商 閤 ｜市町名｜人口ω ｜吸収率引吸収入口ω
第 l次闘 吸収率30%以上 44, 114 

二宮町 17, 120 39.8 6,814 

計 73.9 50,928 

第 2次圏｜吸収率20紘満｜益子町｜ 21,590 6,283 

第 3・閤 吸収率10~，以5上未満 市見町 10,331 18.3 1,891 

上三川町 24,204 11. 9 2,880 

茂木町 20,080 11. 6 2,329 

芳賀町 16,503 17.9 2,954 

言十 10,054 

l口'- ． 計 161,666 67,265 

商の市岡真表2-6

問
題
と
、
商
業
中
心
地
の
空
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間
的
変
化
と
い
う
問
題
も
も

っ
て
い
る
。
商
業
に
及
ぼ
し

た
影
響
を
み
よ
う
。
表

2
1

4
の
商
業
統
計
調
査
に
よ
る

商
店
数
の
変
化
を
み
る
と
、

組
織
別
で
の
「
法
人
」
、

業

態
別
の
「
そ
の
他
の
小
売

業」、

規
模
別
の

「五
J
四

九
人
」
で
増
加
率
が
三
九
年

昭和54年 7月

か
ら
五
五
年
で
一

O
O
M前

後
で
あ
る
。
ス
ー
パ
ー
マ

l

ケ
ッ
ト
の
立
地
が
第
二
次
産

地峡購発動向調査

業
化
の
あ
と
に
続
い
て
い
る

と
言
え
よ
う
。
従
業
員
数
で

は
、
飲
食
店
の
増
加
率
が
高

く
、
二
六

O
Z、
小
売
店
が

一O
六
%
と
上
昇
し
て
い



る
。
販
売
額
で
は
、
四
一
年
か
ら
五
一
年
で
約
六
倍
に
上
昇
し
て
い
る
。
昭
和
五

O
年
以
降
大
型
店
の
出
店
が
相
次
ぎ
、
駅
西
と
工

業
団
地
、
住
宅
団
地
に
は
さ
ま
れ
た
位
置
に
、
「
い
せ
や
」
が
五

O
年
二
一
月
に
、
「
福
田
屋
」
が
五
一
年
一
一
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
開

店
し
て
い
る
。
双
方
と
も
地
元
資
本
で
は
な
く
、
伊
勢
崎
、
宇
都
宮
に
本
店
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
イ
ン
テ
リ
ア
関
係
の
二
店

地方都市の人口動態と三次産業化の関係の事例研究

も
五
五
年
の
ほ
ぼ
同
時
期
に
「
い
せ
や
」
の
南
に
立
地
し
て
い
る
。
商
業
の
中
心
は
、
市
役
所
や
県
の
出
先
機
関
の
あ
る
駅
東
部
か

ら
、
住
宅
団
地
の
あ
る
駅
西
部
へ
と
移
動
し
、
し
か
も
大
規
模
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
伴
な
っ
て
、
真
岡
市
の
支
配
す
る

商
圏
も
変
化
し
て
い
る
。
昭
和
四
九
年
と
五
四
年
と
を
表
2
1
5
と
表
2
1
6
に
よ
っ
て
比
較
し
て
み
よ
う
。
五
年
の
聞
に
大
規
模

化
や
モ

l
タ
リ
ゼ
l
シ
ョ
ン
の
影
響
も
あ
っ
て
、
真
岡
市
の
商
圏
は
大
き
く
艦
大
し
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
行
な
っ
て
い
る
「
買
物

別
買
物
理
由
」
調
査
に
よ
れ
ば
、
真
岡
市
内
で
購
入
す
る
の
は
、
「
近
く
て
便
利
」
、
市
外
で
の
そ
れ
は
、
「
良
い
物
が
あ
る
」
が
ほ

ぼ
同
率
の
六
五
%
前
後
の
割
合
に
な
っ
て
い
る
。
市
外
購
入
の
第
二
位
の
理
由
は
「
楽
し
い
買
物
が
で
き
る
」
で
あ
り
、
集
積
の
利

益
が
立
地
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
商
品
別
買
物
場
所
・
買
物
店
舗
別
吸
収
率
」
調
査
に
よ
れ

日
用
衣
料
、
雑
貨
、
食
料
品
で
あ
り
、
デ
パ
ー
ト
や
大
型
店
で
購
入
さ
れ
て
お

り
、
宇
都
宮
市
内
に
出
掛
け
た
と
き
は
、
服
飾
品
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
呉
服
・
反
物
が
や
は
り
デ
パ
ー
ト
、
大
型
店
で
購
入
さ
れ
て

お
り
、
東
京
都
内
に
出
掛
け
た
と
き
は
、
服
飾
品
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
時
計
・
メ
ガ
ネ
、
贈
答
品
が
、
デ
パ
ー
ト
、
大
型
店
お
よ
び

専
門
店
か
ら
多
く
購
入
す
る
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
商
圏
の
拡
大
は
あ
っ
て
も
、
「
最
寄
品
」
の
購
入
が
主
で
、
「
買
回

品
」
は
大
都
市
で
、
と
い
う
結
果
で
あ
る
。
真
岡
市
が
栃
木
県
芳
賀
地
域
の
中
心
的
位
置
に
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
発
展
の
可

ば
、
真
岡
市
内
で
最
も
多
く
購
入
さ
れ
る
商
品
は
、

能
性
は
あ
る
が
、
外
部
資
本
に
よ
る
発
展
が
主
で
、
地
元
資
本
が
余
り
貢
献
し
て
い
な
い
点
に
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
工
業
立

地
の
誘
致
に
成
功
し
た
力
を
、

3
次
産
業
の
発
展
に
も
用
い
得
れ
ば
、
種
々
発
生
し
て
き
て
い
る
都
市
問
題
も
解
決
さ
れ
る
で
あ
ろ

A
ノ。
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内
陸
工
業
団
地
に
関
し
て
は
優
れ
た
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
が
、
細
か
な
点
で
問
題
を
含
ん
で
い
る
地
域
で
あ
る
。
ど
の
よ
う

な
発
展
を
今
後
と
っ
て
い
く
の
興
味
深
い
研
究
対
象
の
一
つ
で
あ
る
。
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一一、
山
口
県
周
南
地
区

既
存
の
臨
海
工
業
地
帯
で
3
次
産
業
化
は
ど
の
よ
う
に
進
展
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
研
究
対
象
地
域
と
し
て
山
口
県
周

南
地
区
（
徳
山
、
・下
松
、
光
、
新
南
陽
の

4
市
と
熊
毛
、
大
和
、

田
布
施
、
鹿
野
の
4
町
を
指
す
〉
を
取
り
あ
げ
て
調
査
し
た
。
こ

の
地
区
で
は
、
天
然
の
良
港
、
－徳
山
下
松
港
を
持
ち
、
埋
立
地
や
塩
田
跡
地
を
利
用
し
て
、
石
油
化
学
、
鉄
鋼
業
な
ど
の
大
型
設
備

産
業
の
立
地
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
地
理
的
に
は
北
九
州
と
広
島
の
ほ
ぼ
中
聞
に
位
置
し
、
新
幹
線
や
山
陽
自
動
車
道
に
よ
り
密

接
に
こ
れ
ら
地
区
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
づ
人
口
の
推
移
を
表
3
1
1
に
よ
っ
て
み
よ
う
。
山
口
県
全
体
で
は
四

O
年
か
ら
四
五
年
に
か
け
て
は
減
少
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
の
地
区
は
常
に
増
加
を
続
け
て
い
た
。
市
部
は
四
五
年
か
ら
五

O
年
で
は
、
八
・
六
%
の
人
口
増
加
で
あ
り
、
町
部

で
は
一

0
・
一
広
と
高
い
水
準
で
あ
る
。

（
巨
大
都
市
｜
東
京
お
よ
び
大
医
！
と
そ
の
周
辺
の
衛
星
都
市
を
排
除
し
た
都
市
で
の
同

時
期
の
平
均
人
口
増
加
率
は
四
・
七
%
で
あ
る
。
〉

考
え
ら
れ
る
。
五

O
年
で
は
特
に
市
部
で
第
二
次
産
業
就
業
者
比
率
が
高
く
（
表
3
1
2
参
照
〉
、

ハ注）

は
一
万
人
を
越
え
て
い
る
。
ま
た
地
区
全
体
と
山
口
県
お
よ
び
全
国
水
準
と
比
較
し
て
も
、
比
率
は
高
い
こ
と
か
ら
言
え
る
。
す
な

こ
れ
は
第
2
次
産
業
で
の
雇
用
吸
収
力
が
こ
の
地
区
で
は
大
き
か
っ
た
こ
と
主

実
数
で
も
新
南
陽
を
除
く
三
市

わ
ち
、
四

O
年
で
は
第
二
次
産
業
就
業
者
比
率
は
全
国
平
均
よ
り
四
・
二
%
高
い
が
、

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
立
地
状
況
（
表
3
1
3
）
で
証
明
さ
れ
て
い
る
。

五
O
年
で
は
五
・
五
%
も
高
く
な
っ
て
い
る

注

「
第
三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
」
昭
和
五
十
二
年

国
土
庁

一
一
一
頁



ー
ビ
ス
業
の
増
加
が
著
し
い
。
そ
れ
ぞ
れ
、

3
次
産
業
の
就
業
人
口
、
比
率
も
上
昇
し
て
い
る
。
そ
れ
は
図
3
｜
2
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
卸
売
・
小
売
業
と
サ

一
・
八
%
、
一
二
・
三
%
の
増
加
率
で
あ
る
。
第
三
次
産
業
の
こ
の
地
区
で
の
中
心

製
造
口
問
出
荷
額
（
年
問
販
売
額
）
か
ら
み
て

事
業
所
数
（
商
店
数
）
、

’も
、
や
は
り
徳
山
市
が
中
心
的
役
割
を
分
担
じ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
4
市
が
商
業
機
能
で
ど
ん
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
か
の

ハ注〉

調
査
結
果
を
み
よ
う
。
ま
づ
特
化
係
数
（
S
・
C
）
を
求
め
る
。

「
新
南
陽
市
広
域
商
業
診
断
報
告
番
」
五
幽
年
七
月
、
山
口
県
、
新
南
陽
市
、
新
南
陽
商
工
会

は
徳
山
市
で
あ
る
。
上
記
を
就
業
構
造
か
ら
だ
け
で
な
く
、

（注）

地方都市の人口動態と 3次産業化の関係の事例研究

司．図3ニr・－構成市町の位置及び面積 ・・－一

岩国地区

山口県面倒 6,009.82回

姻臆面股 889.97困（14.6%) 

産業別就業者数の推移図3-2

(4人〉
14 

12 

138,522人

盟主丘一一一
123,841会－－－－－－－－’

47.8S'6 .3.4 ~百

8 

総数は分類不能を含む資料：国勢調査
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表3-1 人口の推移

区 分 40年 45年 50年 51年

徳山市 93,472 98,520 106,967 108,294 

下松市 47,401 49,627 55,825 56,069 

光 市 40,916 45, 716 48,794 48,889 

新南陽市 30,454 32,352 34,192 34,451 

大和町 6,713 7,182 8,001 8,232 

田布施町 14,603 14,547 15,878 16,165 

熊毛町 9,723 9,187 11, 145 12,107 

鹿野町 6,897 6,253 5,904 5,906 

計

土質 減レ／／｜ 制／年｜ 4664／年｜

山口県 l1,543,573 1. 511,448 I 1,555, 21s i 1. 56山 0

士首 減レ／／｜ ＆崎酬雌叫6制仰附4必425お5桝 ｜ 問／年｜

資料： 40,45, 50年国勢調査 55年国勢調査概数

5~～54年 9月末日県推計人口

52年 53年 54年 55年

109,314 110,596 111,347 111,470 

56,167 55,898 55,140 54,804 

48,907 49,020 48,831 48,992 

34,465 34,636 34,710 34,367 

8,389 8,547 8,709 8,914 

16,327 16,458 16,479 16,636 

12,892 13,557 14,236 14,761 

5,896 5,80_3 5,702 5,721 

295,665 

511 

1,571, 6591 1,578, 4861 川，制 I1. 587,091 

5,745 

。∞N



（%） 

総数 第一次産業 第二次産業 3恵三次産業
区分

段業｜械｜吋 建設業｜製造業｜ 協 ！籍企｜連常（人〉 鉱業

徳山 51,900 8.2 0.2 0.9 9.3 0.4 12.3 22. 1 34.7 23.6 3.6 8.3 0.9 17.0 2.6 55.7 

下松 26,710 6.6 0.0 0.4 7.0 0.1 9. 4 38.6 48.1 17.5 1. 9 6. 7 0.9 14.8 2.8 44.6 

光 22,158 7.2 0.0 1. 5 8.8 0.0 9;9 35.3 45.2 17.5 2.0 7.7 0.4 15.2 3.0 45.8 

新南陽 16,499 7.0 0. 1 1. 3 8.4 0.1 12. 1 34.6 46.8 17. 3 2.1 10.3 0.4 12.1 2.3 44.5 

大和 4,009 25.0 0.1 0.0 25.~ - 10.0 26.8 36.8 11. 6 1. 4 7.8 0. 1 13.4 3.0 37.4 

田布施 7,898 22.4 o. 1 0.7 23.2 0.2 7.6 28.3 36.0 14.3 1. 5 7.9 0.2 14. 1 2.6 40. 7 

熊毛 5,851 27.1 0. 1 0.0 27.2 0. 1 ・ 10. 2 25.8 36.1 11. 0 1. 7 6.6 0.3 14.2 2.6 36.4 

鹿野 3,497 38.8 1. 71 0. 1 40.5 0.2 . 14. 5 13.4 28.1 10.0 0.9 4.8 0. 1 12.9 2.6 31. 2 

計 山 221 10. 51 o. 1 29.3 40.4 19.0 7.9 0.6 15.2 

山口県 I762, 6171 14. 91 2. 41 17. 41 21. ol 31. 31 19. 31 0. 71 16. 31 

造機業就男lj類分業産表3ー2

2
w
N
 

資料：昭和50年国勢調査

注：総数は分類不能を含む
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表3-3 工業立地状況
創
刊
閣

N

主要立地企業名〈資本金o.5億円以上〉

産｜霊！ 会 社 名 資本創設酔間同工吋主要 生 産 ロEロJ 

食品 カ 、J ロ 脚 S43. 9. 1 21人5 14,537 キャンデー

木材 大 平 工 業 脚 27.0 S39.12 45 6,220 梱包木箱
光 化学 武田 薬品 工業側 248.0 S21. s: 20 2,319 835,439 医薬品，農薬品，化成品

鉄鋼 東京樹脂ライニング脚 1. 0 S39. 6. 5 77 13,847 中小笹鉄管塗装
，， 新日本製鉄脚 2,300.0 S30. 5.18 3,190 2,044,020 線材，ステンレス務板，電磁鋼管

；下
化学 大阪 酸 紫 工 業 帥 26.2 S 14. 6. 3 39 15,766 酸紫，窒索

鉄鋼 東洋鋼飯脚 50.4 S 9. 4 1,958 325,099 ブリキ，冷延鋼仮

金属 輔前 回製作所 0.9 S37. 5 65 455,147 金属缶，諸容器

造船 笹 戸 船 渠 掛 22.6 S 5. 9.23 1,750 139,556 船舶建造，修理

草稿 日 立 製 ｛乍 所 1,277.0 S10. 2 ?,900 428,234 率編，化学機微
松

石油 日本石油製精脚 225 S 5. 3 495 363,694 石油製品

センイ 帝 人 制 315.0 S43. 4. 20 495 232,170 ポリエステルスフ

化学 出光石油化学制 20.0 S39. 9.16 814 432,000 
エチレン，ベγゼン， トルエン，キ
シレン

徳、
ソーセダ灰メ，ンS短ト安脂料， ポリプロピレ// 徳 山 瞥 逮 制 54.6 T 7. 2.・16 2,233 908,000 〉〆，

，， 日 本 ゼ オ / 69.0 S39. ll 631 214,000 合成ゴム， SBR 、
パラキシレγ，オノレソキシレン，エ。 帝 人 泊 化 制 200.0 S43. 2. 1 60 （不明） チルベンゼン



伺∞同

// 帝人ハーキュレス暢 7.2 S43. 4.26 70 17,680 テレフタル酸，シメチγ

// 周 南石油化学制 5.0 S39. 9. 5 58 40,613 EDC, PO, EA 
，， サンアロー化学側 10.0 S41. 9.19 193 75,256 溢ピモノマー，塩ピポリマー

// 日本化学工業暢 37.5 S46. 8. 26 182 46'282 重クロム酸ソーダ，Fロム滋類

// 徳山スチレンモノマー輔 5.0 S45. 9 32 12,365 スチレンモノマー

，， 武田 薬 品 工 業 側 248.0 S38. 4. 25 200 71,487 ソノレピット， TD, I，ポリエーテル

石油 出 光 興 産 嶋 10.0 S32. 3.17 759 1,500,967 石油製品

，， 日 本 精 流 掛 11. 2 S42.10 420 154;831 パラフィンワ ックス，ピタチ，A重油
山

言農業 西部徳 山生コ γ 暢 0.5 S39. I 24 6,231 生コ γ

造紛 日新ベースメーカー‘ 2.6 S44.12. 1 65 15,000 モーターボート

化学 京 邦化学工業側 9.4 S40.10. 1 9 2,700 界面活性剤

化学 東 洋 曹 逮 制 157.0 S 10. 2.11 3,100 1,500,000 ソーダ灰，苛性ソーダ，セメント

，， 東脚洋ストファーケミカノレ 5.0 S41. 8 102 17,914 第2りん菌室カノレシュウム，三塩化チ
タニウム

新
// 徳山 石 油 化 学 側 22.6 S37. 5.10 125 100,440 アセトアノレデヒド，酢酸，酢酸エチノレ

，， 徳山 積 水 工 業 側 3.0 S39. 1. 20 117 58,758 盗化ピエーノレ樹脂

// 信 越化学工業側 104.0 S 43. 1. 1 38 35,000 塩化ピニーノレ

南 庁 日 本ツリカ工業輔 2.4 S36. 3. 1 76 15,740 ホワイトカーボン， E臭索隊ソーダ

// 保土谷化学工業側 18.6 S45. 4.14 140 447,394 ゴルフボーノレ， レゾル・ンン樹脂

窯業 キリ γ ピール掛 288.0 S 13. 5. 9 283 117,975 ビールびん

陽
，， 周 南 電 工 輔 2.0 S44. 4. 1 136 36.000 プェロクローム

鉄鋼 日 新 製 鋼 制 324.0 S32. 1. 5 2,670 457,770 ステンレス冷鋼板

// 日 本 酸 索 t骨 75.0 S 14. 3. 8 25 12,187 酸素，窒素

ゴム 世 界 長 制 17.3 S24. 7. 1 1,100 143,393 布靴，革靴
一晶晶 ー - - ー ・目』日、 『F ． 『酔甲 ーー『 a ・・， u 晶 - －－ー， －－ －『 ー・ ー 【－ －

ぽ
S

－SHW
Q
幡
宮
Q
迂
燃
側
M
N
的
主
総
議
ロ
〈
Q
倍
値
幅

hn裂



表3-4 事業所数、 ー製造品出荷額の推移

噌∞
N

〈単位・箇所， 100万円〉

よよ（
昭和 45 年 昭和 50 年 昭和 52年 昭 和 54 年

事業所｜｜出荷額｜｜構（成%〉比

徳山市 257 189,498 266 438,938 260 516,200 263 581,806 40.2 

下松市 179 106,215 178 216,872 201 252,576 190 247,763 17. 1 

光 市 149 122,092 143 200,837 137 286,210 143 264,472 18.3 

新南陽市 146 126,768 137 222,577 140 282,432 148 325,000 22.4 

大和町 11 125 14 635 16 498 15 418 0. 1 

田布施町 48 4,968 54 13,304 55 21, 113 55 25,038 1. 7 

熊毛町 23 477 27 1,637 21 1,377 25 2, 103 0. 1 

鹿野町 23 342 23 1,034 23 2,059 23 2,268 0.2 

A，圏域計｜ 836 脱 I1,095,834 853 1 1. 362, 465 判 l，叫7河｜ 100.0 

B，山口県 ｜ 弘前｜ 川 0,3191 刊 91 3, 181,0791 5, 6141 3, 47丸23

＼ (A構jB成X比%）1 15.3 



的一∞
N

（単位・箇所、 100万円）

~ 
、 商 店 数 • 年 間 販 売 領

小売業｜卸売業｜飲食業｜ 小売業｜卸売 業 ｜飲食業｜ l構（%成〕比
計 言十

徳山市 1,772 504 1,057 3,333 100,857 344,279 6,918 452,054 67.9 

下松市 846 165 274 1,285 31,158 58,691 1,378 91,227 13. 7 

光 市 734 101 208 1,043 26,345 20,288 1,544 48,177 7.2 

新南陽市 542 107 149 798 22,520 31,915 1,006 55,441 ・8.3

大和町 92 4 11 107 2,464 183 8 2,655 0:4 

田布施町 229 28 30 287 6,757 2,816 24 9,597 1. 5 

熊毛町 170 10 15 195 3,135 371 8 3,514 0.5 

鹿野町 97 8 15 120 2,331 527 7 2,865 0.5 

4,482 7,168 195,567 I 10,8司3 100.0 

仰 841 1,008, 4871 1,837，叫 弘明｜仰い77

＼ (A構／B成）（比%）｜｜ 

況（昭和54年）現の業商表3ー5

同
h

s

－S柚W
Q
巡
E

Q
パギ
級
制
対
的
付
額
掻
ロ
〈
Q
提
日
照
h
h
裂
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」
こ
で
、

D
M
H
地
域
R
で
の
産
業
W
の
就
業
者
数

RA 
II 

" 

全
産
業
の
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を
示
し
て
い
る
。

R
に
相
当
す
る
も
の
が
山
口
県
内
の
全
市
、

N
が
山
口
県
全
体
で
あ
り
、

W
が
織
物
、
衣
服
・
身
の
回
り
ロ
聞
と
飲

食
料
品
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
業
種

の
特
化
係
教
を
計
算
し
、
前
者
の
特

化
係
数
を
分
母
と
し
、
後
者
の
そ
れ

翼団品特化志向度図3-3

h
H
全
国
の
産
業
W
の
就
業
者
数

A
 

N
H
 ，， 

全
産
業
の

// 

B 

表3-6 年度別買物動向割合（%）

おぞき｜ 39 43 47 51 

一般小売店 40.0 21. 3 24.3 31. 5 

スーパーマ
30.0 14.4 28.0 32.0 

ーケット

百貨店 20.0 7. 7 11. 6 12. 5 

その 他 10.0 56.6 25.3 24.2 

を
分
子
と
し
て
、
買
回
品
・
専
門
品

中
心
商
業
度
を
計
算
す
る
。
こ
の
比

の
値
が
1
以
上
で
あ
れ
ば
、
最
寄
口
問

中
心
の
衛
星
都
市
で
あ
り
、
a

逆
に
1

以
下
で
あ
れ
ば
買
回
・
専
門
品
中
心

の
都
会
型
商
業
都
市
と
言
え
る
。
そ

の
結
果
を
縦
軸
に
と
り
、
小
売
商
業

版
売
額
を
横
軸
に
と
っ
て
、
プ
ロ
ッ



地方都市の人口動態と 3次産業化の関係の事例研究

市部転出先別人口動態

区 分 14昨 147 I 48 1 49 1 50 1 51 I 52 I 53 1 54 

徳市山 実構う成ち数比圏域~タ人6内） ） 

4,429 4,192 4,256 4,490 4,137 4,195 3,976 3,775 3,781 
2,343 2,218 2,257 2,480 2,286 2,115 1,973 1,950 1,836 
52.9 52.9 53.0 55.2 55.3 50.4 49.6 51. 7 48.6 

1,703 1,975 2,121 2,246 2,137 2,075 2,207 2,208 2,002 
下 松 市 1,046 1,314 1,359 1,536 1,387 1,318 1,546 1,448 1,329 

61. 4 66.5 64. 1 68.4 64.9 63.5 70.0 65.6 66.4 

1,169 1,357 1,431 1,597 1,486 1,459 1,305 1,305 1,336 
光 市 622 746 887 1,143 952 952 828 766 839 

53.2 55.0 62.0 71. 6 64. 1 65.3 63.4 58. 7 62.8 

2,006 1,957 1,782 1,762 1,783 1,589 1,559 
新南陽市 1,043 1, 197 1,261 1,286 1,204 1,222 l, 135 1,042 1,014 

53. 1 64. 3 62.9 65.7 67.6 69.4 63. 7 65.6 65.0 

8,955 9,387 9,814 10,290 9 54219飢 9,271 8,877 8,678 
市 部 言十 5,054 5,475 5,764 6,445 5,829 5,607 5,482 5,206 4,568 

56.4 58.3 58.7 62.6 61. 1 59. 1 59. 1 58.6 52.6 

10,345 10,515 11,213 11, 714 10,906 10,761 10,660 10,207 10,047 
圏 減 計 、5,876 6,108 6,596 7,294 6,622 6,302 6,255 5,986 5,345 

56.8 58. 1 58.8 62.3 60. 7 58.6 58. 7 58.6 53.2 

表3ー 7

ト
し
た
も
の
が
図
3
1
2
で
あ
る
。
下
松
・
光
・
新
南

陽
の
3
市
は

D
グ
ル
ー
プ
で
、
商
業
規
模
も
小
さ
く
、

最
寄
品
中
心
の
衛
星
都
市
型
商
業
で
あ
る
が
、
徳
山
市

は
専
門

・
買
回
口
問
中
心
で
高
度
の
商
業
集
積
が
あ
り
他

市
町
村
か
ら
の
吸
引
力
の
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

れ
ら
の
4
市
は
距
離
的
に
非
常
に
近
接
し
て
お
り
、
商

業
行
動
に
お
い
て
交
通
が
阻
害
要
因
に
な
る
こ
と
は
考

え
ら
れ
な
い
の
で
こ
の
状
態
は
し
ば
ら
く
継
続
し
、
む

し
ろ
徳
山
の
相
対
的
位
置
が
高
ま
る
と
想
像
さ
れ
る
。

そ
れ
は
第
3
次
産
業
（
特
に
卸
売
業
、
小
売
業
）
に
関

ハ注〉

し
て
は
、
立
地
特
性
と
し
て
集
積
指
向
が
指
摘
さ
れ
る

資料：山口県人口動態調査

と
こ
ろ
で
あ
り
、
徳
山
は
そ
の
全
体
を
み
た
し
て
い
る

と
言
え
る
。
ま
た
同
じ
報
告
書
の
中
で
、
因
子
分
析
も

行
な
っ
た
結
果
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
徳
山
市
は
「
小

売
規
模
」
「
小
売
生
産
性
」

「
伝
統
的
地
区
中
心
性
」
で

高
い
得
点
を
と
り
、
新
南
陽
市
が

「小
売
業
成
長
性」

で
高
い
得
点
を
と

っ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
新
南

287 

陽
市
は
飛
び
地
が
あ
り
、
そ
こ
で
の
小
売
成
長
性
が
、



町部転入別人口動態

区 分 146年 147 I 48 J 49 I 50 J 51 l 52 J 53 J 54 

和町大 構実う成ち数比圏域（（%人内） ） 

203 292 355 465 413 434 352 409 471 
137 196 235 323 263 276 225 311 341 

67.5 67.1 66.2 69.5 63.7 63.6 63.9 76.0 72.4 

施町I，到 i料 5i~i! 51~! 
622 559 543 496 
276 237 249 195 

44.4 42.4 45.9 39.3 

員fl
,!I~ ,i~I .¥! 

\ ~~i! 1,044 ~i！制.！~I 議毛 町 1 866 
83.0 

"'I 2:i1.:~ 21  l7l 調J号1i号鹿 野 町 93
6/~ 6~~! 53. 1 

町 部 計｜：語｜：調狩i割靴誇 ~;i~g ~;g~!! ~;i!! 

箇 域 計｜顎I＇；；務1 !~!~!! l~~i~~！ 1 !~!~! 被：11緋

表3-8

他
の
商
業
集
積
地
よ
り
距
離
的
に
離
れ
て
い
る
こ
と
か

288 

ら
、
高
く
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（注〉

井
原
哲
夫
著
「
＋
1
ビ
ス
経
済
学
入
門
」
東
洋
経
済

八
四
頁

山
口
県
全
体
の
買
物
動
向
調
査
の
結
果
を
み
る
と
、

三
九
年
度
の
結
果
に
は
や
や
不
自
然
さ
を
感
し
る
が
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
拡
大
し
て
き
て
お
り
、

般

小
売
店
、
百
貨
店
の
相
対
的
衰
退
が
明
ら
か
で
あ
る
。

生
協
・
農
協
を
中
心
と
す
る
「
そ
の
他
」
は
第
三
位
に

定
着
し
独
持
の
展
開
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
徳

資料： Jll口県人口動態調査

山
市
の
五
四
年
度
の
一

oood以
上
の
売
場
面
積
を

も
っ
小
売
店
は
一
七
あ
り
、
そ
の
殆
ん
ど
が
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
。
ま
た
金
融
機
関
の
状
況
を
み
て

も
五

O
年
以
来
、
都
市
銀
行
は
不
変
、
地
方
銀
行
お
よ

び
相
互
銀
行
、
信
用
金
庫
は
2
支
店
が
増
加
し
て
い

る
。
地
元
商
店
街
で
の
買
物
行
動
の
満
足
度
の
調
査
を

み
て
も
、
満
足
層
が
五

O
Mを
越
え
て
い
る
の
は
徳
山

市
だ
け
で
あ
り
、
他
の
3
市
は
三

O
Z前
後
の
人
々
し



地方都市の人口動態と 3次産業化の関係の事例研究

況

〉さとと
昭和切年

舎車 g者る Eで白 afl地へ 温 左 の 内 駅

理 事徳山附随下県位光柳井 内防府熊毛その他外保

鉱山市 57,l切 岨．却Z 9，倒B 5,021 2.12海 352 405 l侃 777 2嗣

市下位市 29,262 22,628 6.‘34 4.517 7前 日加

” 
69 239 お2 132 

先 市 24,340 19,393 4,947 1.5岨 鎚1 2,015 252 2臼 496 

” 
郎 新市締市 18,034 12,709 5.3お 4.456 282 73 193 270 SI 

t’岨l、年比｝at ：鑓I~剖9路｝ ::.J~ ｛お·~9~ 10.513 6.0鑓 4.421 925 351 舗7 608 1.835 546 

大和町 4,436 2.101 2,335 352 83 456 805 239 53 311 36 

町 田和総町 8.匝抽 s.刷。 3,760 451 114 459 前5 鈎I 877 93 

熊毛町 6.433 3，泊3 3,130 I 246 247 918 361 30 E拘 38 

邸鹿野町 3,829 2,989 840 478 275 45 謁 6 

吋’拍l、車比｝at 1101‘．剖” ＇•郎3｝ね｝ 1141~~ 
23, 10, 2,527 719 1,878 2.031 1,170 53 1.514 173 

H合NO年比計｝ g~1叫.7! ::t‘-~; '!::a~~ 13倒。 6:807 6 2!蹄 2,956 1,521 砧7 661 3 349 719 

状学通動通表3-9

か
地
元
で
の
買
物
の
行
動
に
満
足
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

海
岸
線
沿
い
に
大
型
の
装
置
産
業
が
す
で
に
極
限
状
態
に
立
地

し
、
も
は
や
新
規
の
工
業
立
地
は
土
地
お
よ
び
水
の
制
約
か
ら
考
え

ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
周
南
4
市
は
3
次
産
業
化
に
よ
っ
て
そ
の
発

展
を
図
ろ
う
と
し
、
他
地
域
の
資
本
で
は
な
く
地
元
商
店
の
育
成
を

当
然
に
中
心
に
考
え
て
い
る
。
特
に
下
松
、
新
南
陽
の
両
市
に
お
い

て
は
相
当
熱
意
を
も
っ
て
「
商
業
の
近
代
化
」
と
し
て
計
画
を
作
ろ

う
と
し
て
い
た
。

一
般
に
旧
市
街
地
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
な
人
口
集
中
の

高
い
場
所
か
ら
、
住
居
地
の
新
し
い
場
所
へ
の
移
動
も
多
く
み
ら
れ

る
。
表
3
1
7
は
圏
域
内
で
転
出
を
都
市
部
で
、
表
3
1
8
は
転
入

を
町
部
で
み
た
も
の
で
あ
る
。
徳
山
、
下
松
の
ベ

ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し

ま
た
、

て
、
熊
毛
、
大
和
の
両
町
が
そ
の
性
格
を
強
め
て
き
て
い
る
。
通

勤
・
通
学
者
の
状
況
か
ら
み
て
も
、
生
活
空
間
の
拡
大
化
が
裏
付
け

ら
れ
る
。
居
住
空
間
、
労
働
空
間
、
休
息
（
余
暇
）
空
間
の
分
離
が

な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
休
息
空
間
あ
る
い
は
第
3
次
産
業
の
立

地
す
る
場
所
で
の
新
た
な
問
題
も
発
生
し
て
い
る
。
そ
の
主
要
な
も

の
は
、
特
に
古
く
か
ら
個
人
業
主
と
し
て
営
業
を
続
け
、
近
代
化
に

289 



は
多
少
遅
れ
て
い
て
も
、
日
々
の
生
活
に
困
る
ほ
ど
に
は
深
刻
で
な
い
状
態
の
店
舗
の
多
く
あ
る
商
店
街
で
あ
る
。

3
次
産
業
で
は

290 

発
展
の
可
能
性
は
限
界
に
あ
る
都
市
に
あ
っ
て
は
、
第
3
次
産
業
で
と
考
え
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
観
点
に
た
っ
て
開

発
を
推
し
進
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
出
来
の
小
商
店
街
を
近
代
化
し
て
、
他
地
域
か
ら
の
需
要
を
み
た
そ
う
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。
し

か
し
、
空
間
的
分
業
あ
る
い
は
都
市
の
機
能
的
配
置
か
ら
理
論
的
に
導
き
出
さ
れ
る
も
の
は
そ
う
し
た
政
策
に
否
定
的
な
こ
と
が
多

く
、
む
し
ろ
他
地
域
か
ら
の
需
要
を
と
い
う
よ
り
、
自
地
域
で
当
然
ま
か
な
う
べ
き
商
品
を
販
売
さ
せ
、
他
地
域
に
必
要
以
上
に
需

要
を
流
出
さ
せ
な
い
方
法
が
好
ま
し
い
場
合
も
あ
る
こ
と
は
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

サ
ー
ビ
ス
経
済
化
と
言
わ
れ
る
と
き
、

3
次
産
業
中
心
で
、
付
随
し
て
2
次
産
業
も
述
べ
ら
れ
る
程
度
で
、
－
次
産
業
に
関
し
て

殆
ん
ど
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
農
業
に
関
し
て
は
完
全
な
る
門
外
漢
と
い
っ
て
も
よ
い
筆
者
で
あ
る
が
、
広
義
で
サ
ー
ビ
ス
化
と
言

わ
れ
る
と
き
は
、
－
次
部
門
も
含
ま
れ
て
い
る
。
需
要
が
質
的
に
変
化
し
て
い
る
と
き
、
－
次
部
門
も
単
な
る
コ
メ
作
り
的
な
生
産

活
動
か
ら
、
特
産
物
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
需
要
に
対
応
し
て
新
し
い
形
の
経
営
方
法
も
考
え
出
さ
れ
、
生
産
物
も
多
く
の
人
に
楽
し

ま
れ
る
よ
う
な
も
の
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

四

金

沢

市

既
存
の
商
業
都
市
に
お
い
て
「
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
」
は
ど
の
よ
う
に
進
行
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
加
賀
百
万
石
、
前
田
家
の

城
下
町
と
し
て
栄
え
、
北
陸
地
方
の
商
業
中
心
地
で
あ
る
石
川
県
金
沢
市
を
選
び
出
し
て
調
査
し
た
。
特
に
目
立
っ
た
工
業
の
発
展

も
な
く
、
重
化
学
工
業
化
の
影
響
を
示
す
立
地
も
殆
ん
ど
な
く
、
観
光
地
と
商
業
中
心
の
裁
下
町
に
3
次
産
業
化
や
モ
l
タ
リ

l
ゼ

ー
シ
ョ
ン
は
こ
の
都
市
に
ど
の
よ
う
な
変
容
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
づ
人
口
動
態
を
み
よ
う
。
昭
和
田

O
年
は
対
前
年
比
で
計
算
さ
れ
て
い
る
。
自
然
増
、
社
会
増
と
も
に
五

O
年
以
降
減
少
し
て



地方都市の人口動態と 3次産業化の関係の事例研究

金沢市の人口動態

7司王｜自然増｜社会増｜増加数｜ 増加率｜人口数

40 4,013 2,919 6,932 2.1% 337,192 

45 19,625 5,575 25,200 7.5% 362,392 

50 26,708 7,344 34,052 9‘4% 390,644 

54 16,685 1,225 17,910 4.69百 418,170 

表4-1

金沢都市圏および北陸の概要

～一～一一J金
沢 市｜周辺1市5町｜金沢都市翻｜北陸 5県

人 ロ（千人〉 (53) 401 140 541 2,980 

従業者数（千人） (53) 206 47 253 1,301 

工業出荷額（億円） (51) 2,610 1,214 3,824 34,413 

小売販売額〈グ〉 (51) 2,556 593 3,149 14,408 

卸売販売額（。） (51) 14,072 506 14,578 40,523 

表4-2

い
る
。
特
に
社
会
増
の
減
少
が
著
し
く
、
周
辺
の
松
任
市
、
野
々

市
町
、
津
幡
町
な
ど
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
が
進
ん
で
い
る
。
金
沢

市
お
よ
び
そ
の
周
辺
1
市
5
町
（
松
任
市
、
鶴
来
町
、
野
々
市

町
、
津
幡
町
、
宇
ノ
気
町
・
内
灘
町
）
と
か
ら
な
る
金
沢
都
市
圏

の
状
況
と
北
陸
3
県
（
石
川
、
福
井
、
富
山
〉
に
占
め
る
ウ
ェ
イ

ト
を
み
よ
う
。
表
4
｜

2
の
数
値
に
基
づ
い
て
、
北
陸
3
県
に
占

め
る
ウ
エ
イ
ト
を
計
算
す
る
、
人
口
で
一
一
一
一
・
四
%
（
金
沢
都
市

圏
は
一
人
・
二
克
、
以
下
カ
ッ
コ
内
は
金
沢
都
市
聞
に
対
す
る
も

の
）
、
従
業
者
数
で
一
五
・
八
%
（
一
九
・
四
%
〉
、

工
業
出
荷
額

で
七
・
六
%
（
一
一
・
一
%
〉
、
小
売
販
売
額
で
一
七
・
七
%
（

一
・
九
%
）
、

卸
売
販
売
額
で
三
四
・
七
万
三
ニ
六
・

O
M）
を

示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
商
業
特
に
卸
売
業
に
関
し

て
北
陸
三
県
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
言
え
る
。
就
業

は調査年次

構
造
を
み
て
も
、

四
五
年
で
第
1
次
産
業
七
・
六
%
、
第
2
次
産

業
一
三
・
八
%
、
第
3
次
産
業
六

0
・
六
%
で
、
五
三
年
で
は
そ

れ
ぞ
れ

0
・
一
%
、
二
七
・
三
%
、
七
ニ
・
六
%
に
変
化
し
、

3

〉
次
産
業
の
比
率
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
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金
沢
市
内
の
製
造
業
の
実
態
を
簡
単
に
み
て
お
こ
う
。

一
般
機



産業中分類別従事者（上位5位〉と事業所数

I贋 昭 和 52 年 昭和 53 年 昭和 54 年

位 産業｜樹｜両 産業｜開 ｜ 両 産業｜開｜両
% % % 

総 数 33,729100.0 総 数 34,816 100.0 総 数 34,806100. 0 (3,406) (3,615) (3,533) 

1 一般機械
6,424 19.0 

一般機械
6,617 19.0 

一般機械
6,818 19. 7 

(567) (16. 6) (625) (17.3) (628) (17. 7) 

2 織 維
6,102 18. 1 

織 制E 5,921 17.0 
繊 維

5,887 17.0 
(267) (7.8) (284) (7.9) (282) (8.0) 

3 食料品
4,373 13.0 

食料品
4,682 13.4 

食料品
4,647 13.4 

(405) (11. 9) (431) (11. 9) (417) (11. 8) 

4 金属製品
3,240 9.6 

金属製品
3,465 10.0 

金属製品
3,357 9.6 

(580〕(17. 0) (582) (16. 1〕 (568〕(16. 0) 

5 出版印刷
3,212 9.5 

出版印刷
3,413 9.8 

出版印刷
3,326 9.6 

(300) (8. 8) (334) (9.2〕 (330) (9.3) 

表4-3

械
が
事
業
所
数
と
と
も
に
従
業
者
も
非
常
に
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る

が
、
そ
の
主
た
る
製
造
品
は
、
織
機
と
工
作
機
械
で
あ
る
。
地
元
資
本

の
石
川
製
作
所
と
津
田
駒
工
業
が
主
要
企
業
で
あ
り
、
繊
維
関
連
の
機
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械
生
産
を
行
な
っ
て
い
る
。
特
に
後
者
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
よ
る

超
自
動
織
機
は
内
需
、
輸
出
と
も
好
調
で
あ
る
。
し
か
し
、
園
内
に
お

い
て
、
特
に
石
川
県
で
繊
維
工
業
労
働
者
の
低
賃
金
化
に
一
役
買
っ
て

い
る
の
は
皮
肉
で
あ
る
。
繊
維
は
多
湿
と
い
う
気
象
条
件
と
農
閑
期
の

豊
富
な
余
剰
労
働
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
産
業
で
あ
る
。
現
在

の
主
要
生
産
物
は
化
学
合
成
繊
維
で
あ
り
、
こ
れ
は
原
糸
メ
ー
カ
ー
が

原
料
の
原
糸
を
供
給
し
、
石
川
県
内
の
産
元
商
社
が
こ
れ
を
県
下
一
円

の
中
小
企
業
に
配
分
・
加
工
す
る
い
わ
ゆ
る
「
産
元
主
導
型
」
の
生
産

形
態
で
な
さ
れ
、
そ
の
製
品
の
殆
ん
ど
は
外
国
へ
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
業
界
で
は
ジ
ョ
ー
ゼ
ッ
ト
等
の
高
付
加
価
値
商
品
の
生
産
と
ウ
ォ

ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
る
低
生
産
費
で
の
大
量
生
産
の
2
極
分

化
が
進
ん
で
い
る
。
経
済
の
好
・
不
況
に
左
右
さ
れ
易
い
産
業
だ
け
に

対
応
も
困
難
で
あ
る
。

次
に
人
口
類
似
都
市
5
市
と
富
山
市
、
福
井
市
を
い
れ
た
7
都
市
と

の
比
較
を
み
て
み
よ
う
。
－
事
業
所
当
り
製
品
出
荷
額
と
従
業
者
1
人



ぽ皆同窓怖門官叫山富Qけど猟制必

表4-4 人口類似都市5市と，高山市、福井市との比較（53年）

（単位金額：万円〉

区 分 ｜金沢市｜新潟市｜岐阜市｜倉敷市｜和歌師｜松山市｜富山市｜福井市

人 口 401,448 440,049 408,476 402,733 399,585 391,062 297,350 235,717 

3評 業 所 数 3,615 1,890 4,270 3,599 2,676 1,410 1,240 2,191 

従 業者 数 34,816 34,131 34,831 66,633 42,692 23,480 32,525 25,710 

製造品出荷額等 30,713,360 57,881,091 32,825,984 248,328,085 90,566,580 42,983,208 48,047,037 21,518,199 

製（1造事品業出所荷当額り等） 8,496 30,625 7,688 68,999 33,844 30,485 38,748 9,821 

製〈従造業者品 l出人荷当額り等〉 882 1,696 942 3,727 2,121 1,831 1,477 837 

（注） 人口は53年12月末日の住民登録人口
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図4-1 大規模店の地区別立地状況と工業団地、流通施設

出所「北陸経済」 55.2
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地方都市の人口動態と 3次産業化の関係の事例研究

人口による地区分類

30 ＠鞠成熟地区

‘’ 人口鶴度：碕

人口伸び：。低

② 発展途上地区

人口信皮 ：中

人口伸O'.：中

③ 削地区

人口密度：低

O人叩高
国樋地区

人口¥!I度：低

人口fi事び：低

表4-2

て
い
る
。
大
規
模
な
装
置
型

産
業
の
立
地
は
皆
無
で
あ

る
。
同
図
に
は
、
大
規
模
店

の
地
区
別
立
地
状
況
も
併
せ

て
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
商
業
と
工
業
の
空
間

的
分
化
は
明
白
で
あ
り
、
図

4
1
2
の
人
口
に
よ
る
地
区

分
類
と
併
せ
て
み
れ
ば
、
商

業
活
動
の
立
地
と
人
口
動
態

の
関
連
も
明
白
に
な
る
。
図

出所「北陸経済」 55.2

4
1
2
の
番
号
は
国
勢
調
査

地
区
の
も
の
で
あ
り
行
政
区

分
の
「
町
」
に
ほ
ぼ
対
応
し

て
い
る
。
ー
が
呑
林
坊
、
武

蔵
の
旧
市
街
の
繁
華
街
で
あ

り、

4
が
丸
之
内
、
兼
六
の
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行
政
機
関
の
立
地
の
多
い
と



こ
ろ
で
あ
る
。
人
口
は
西
部
地
区
や
野
々
市
町
、
内
灘
町
お
よ
び
絵
任
市
へ
と
社
会
移
動
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
大
規
模
店
の
新
規
立

296 

地
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
旧
市
街
地
で
の
人
口
の
高
年
齢
化
と
南
西
部
で
の
低
年
齢
化
と
い
う
新
た
な
社
会
問
題
の
原
因
を
含

む
こ
と
に
な
る
。

金
沢
の
都
心
と
言
わ
れ
る
1
、
2 

3 

4
、
の
地
区
で
は
、

そ
の
商
業
構
造
は
、

モ
ノ
離
れ
、
情
報
化
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
化
の

傾
向
が
多
く
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
製
造
業
、
卸
売
業
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
、
図
4
1
1
で
ロ
と
日
で
記

さ
れ
て
い
る
場
所
へ
多
く
移
転
し
て
い
る
。
日
は
北
陸
自
動
車
道
と
国
道
8
号
線
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

運
輸
業
の
立
地
も
多
く
み
ら
れ
る
。

県
外
資
本

の
出
先
機
関
で
管
理
部
門
の
み
の
進
出
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
高
地
価
の
旧
市
街
地
で
は
よ
り
狭
い
ス
ペ
ー
ス
で
営
業
し
、
低
地
価

ま
た
卸
売
業
に
関
し
て
は
、

特
に
旧
市
街
地
で
は
物
流
を
伴
う
も
の
は
減
少
し
、

で
の
交
通
の
便
利
な
場
所
に
広
い
倉
庫
で
保
管
し
、
配
送
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
卸
売
業
の
経
営
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

る。圏、

2
次
商
圏
、

も
う
少
し
小
売
商
業
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
金
沢
市
が
商
圏
（
市
場
地
域
）
と
し
て
支
配
し
て
い
る
度
合
に
応
じ
て
、

一
五
J

ニ
O
M、

－
次
商

3
次
商
圏
と
し
、
そ
れ
ら
は
、
金
沢
市
へ
の
流
出
率
が
二
O
%
以
上
、
一
O
J
一
五
%
と
し
て

区
分
し
て
み
る
と
、
表
4
1
5
が
得
ら
れ
る
。
デ
ー
タ
の
な
い
項
目
も
あ
る
の
で
完
全
な
も
の
で
は
な
い
が
、
年
間
販
売
額
の
伸
び

率
が
石
川
県
の
平
均
よ
り
も
小
さ
く
、
金
沢
商
圏
全
体
に
関
し
て
も
低
い
と
言
え
る
の
で
小
売
商
業
機
能
の
優
位
性
は
低
下
し
て
き

て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
「
小
売
中
心
性
」
と
も
言
え
る
指
標
で
あ
る
、
商
業
人
口
を
人
口
で
除
し
た
値
は
、
五
一
年
と
五
四
年
を

比
較
す
れ
ば
や
や
減
少
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
金
沢
市
の
中
心
性
の
低
下
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
口
分
散
に
伴
い
需
要
指
向

的
立
地
特
性
を
も
っ
小
売
業
が
金
沢
市
よ
り
も
周
辺
の
人
口
増
加
地
区
で
そ
の
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
買
回
品

は
金
沢
市
が
主
た
る
供
給
を
行
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
中
心
性
指
標
が
一
・
三
三
と
一
以
上
の
値
を
と
っ
て
い
る



e、
宮

金沢商閣内の市町村別小売中心性指標

孟ごと
人 i::1 C千人） 年問販売’綴（百万円〉 産業人口〈千人） 商業人口／人口（指数）

S51 I S54 I平W均年51率 S51 I S54 I附 l S51 I S臼 154/51 s 51可Isつ叶臼／臼

県 計い，077.2 1, 105. 51 0. 91414, 538 550,018 9.9 

1～ 3 次計 I568. oi 592. 1. 41叫吋 3仰 631 8.7 649. 51 645. oj 

言十 514.9 539.5 1. 6 240,010 308,126 8.7 623. 7 619.3 A0.2 1. 21 1. 15 Al. 7 

金 沢 市 389.5 399.9 0.9 201,558 264,357 9.5 523.8 531. 4 0.5 1. 34 1. 33 A0.2 
1 

松 任 市 3.8 17,963 企5.237.0 41. 4 14,601 7.2 37.9 36.1 ゐ1.6 1. 02 0.87 

次 鈎 来 H汀 15.4 16. 4 2. 2 2,804 7,262 37.2 7.3 14.6 26.0 0.47 o. 86 23.7 

商 野々 市町 22.1 27.3 7.3 7,948 20.7 0:94 

閤
津幡町 23.1 23.8 0.9 6,542 8,898 10.8 17.0 17.9 1. 7 0.74 0. 75 0.4 

宇ノ気町 10.5 10.8 1. 0 2,944 2,799 ゐ1.7 7.7 5.6 AlO.l 0.73 0.52 ゐ10.7

内 事集 H汀 17.4 19.8 4.5 3,607 6,847 23.8 9.4 13.8 13.7 0.54 0.70 9.0 

2 
44.7 45.1 0.3 9,933 12,737 8.6 25.3 25.6 企0.3 0.58 0. 57 A0.6 

次
美 JII 町 12.3 12.3 0. 1 3,791 5,204 11. 1 9.9 10.5 2.0 0.80 0.85 2.0 

1言1 松 Hげ 11. 6 11. 8 0.4 2,245 3,221 12.8 5.8 6.5 3.9 0.50 0.55 3. 2 
商

七 草家 日IJ 11. 3 11. 4 0.4 2,285 2,507 3. 1 5.9 0.52 
闘

押 水 町 9.4 9.5 0. 3 1,612 1,805 3.9 4.2 3.6 A5.0 0.45 

-
繭次閤3 

3十 8.4 8. 2 企0.6

JII 北 町 4. 3 4. 4 0.1 

，鳥 越 やI 4.0 3.9 企1.4 

ム印は減少

表4-5

M
m
S窓
怖
Q
延
認
Q
パ
ギ
｝
線
制
U

お
伺
主
殿
様
ロ
〈
Q
倍
鰭
hna判



日
用
衣
料
品
は
四

O
Z強
の
人
々
が
徒
歩
の
み
の
範
囲
内
で
購
入
し
、
家
具
、

イ
ン
テ
リ
ア
、
貴
金
属
、
洋
服
は
三

O
M以
上
が
自
家
用
車
を
利
用
し
て
購
入
す
る
と
答
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
考
え
ら
れ
る
。
し

〈

注

〉

こ
と
と
も
に
、
買
物
行
動
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
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か
し
、
最
近
に
な
っ
て
大
手
ス
ー
パ
ー
が
旧
市
街
地
に
売
場
面
積
が
六
、

oood、
三
、

ooodの
規
模
で
進
出
し
て
お
り
、

機
能
の
低
下
が
食
い
止
め
ら
れ
活
気
が
戻
る
か
も
し
れ
な
い
。
金
沢
市
の
最
高
地
価
が
五
四
年
で
て

O
三
O
、

0
0
0円
／
d
で

示
さ
れ
る
よ
う
に
意
外
に
高
く
、
高
層
化
し
た
ピ
ル
で
、
多
面
的
な
〈
商
品
販
売
だ
け
で
な
く
）
営
業
活
動
を
行
な
う
な
ど
で
顧
客

を
把
え
る
計
画
の
立
地
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

（注）

「
北
陸
経
済
」
五
五
、

ま
た
都
市
に
お
け
る
最
近
の
中
心
性
の
高
さ
を
一
郡
す
一
つ
の
指
標
に
ホ
テ
ル
の
立
地
が
あ
る
。
金
沢
市
に
は
都
市
ホ
テ
ル

6
軒、

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
叫
軒
が
あ
り
両
者
と
も
平
均
稼
動
率
が
六

O
Mを
越
え
て
い
る
。
都
市
ホ
テ
ル
は
単
に
宿
泊
の
み
で
な
く
、
結
婚

式
場
、
会
議
場
等
の
機
能
を
通
常
持
ち
合
せ
て
お
り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
で
も
果
す
機
能
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
に
は
純
粋
に
商
用
の
み
の
宿
泊
客
の
み
が
利
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
数
が
多
い
こ
と
は
中
心
性
が
高
い
と
判

断
さ
れ
る
一
つ
の
材
料
を
提
供
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

金
沢
市
の
経
済
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
し
て
は
観
光
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
金
沢
地
域
は
兼
六
園
と
湯
涌
温
泉
が
主
た

る
も
の
で
あ
り
、
加
賀
地
域
に
は
多
く
の
温
泉
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
議
論
に
は
殆
ん
ど
関
わ
り
が
な
い
。
金
沢
を
訪
れ
る
観
光
客

は
オ
イ
ル
・
シ
ョ

ッ
ク
以
前
の
レ
ヴ
ェ
ル
ま
で
戻
っ
て
き
て
は
い
る
が
、
宿
泊
客
の
割
合
が
非
常
に
少
な
く
、
消
費
金
額
も
温
泉
地

に
比
較
し
て
少
な
く
、
結
局
は
排
気
ガ
ス
と
排
出
物
の
処
理
に
多
大
の
負
担
を
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
交
通
条
件
が
改
善
さ
れ

て
も
、
こ
の
傾
向
は
変
ら
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
独
特
の
祭
り
に
も
地
元
商
店
街
が
余
り
協
力
的
で
な
い
こ
と
か
ら
、
観
光
が
テ
コ
に

な
っ
て
大
き
な
変
化
は
起
り
そ
う
も
な
い
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
起
そ
う
と
も
考
え
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
む
し
ろ
土
産
物
店
の
立



地
変
化
の
方
が
興
味
を
ひ
く
。
詳
細
な
デ
l
タ
が
無
い
の
で
印
象
に
近
い
も
の
に
な
る
が
、
伝
統
工
芸
品
（
九
谷
焼
、
加
賀
友
禅
、

金
沢
漆
器
、
仏
壇
等
）
が
デ
パ
ー
ト
や
地
下
街
に
進
出
し
て
い
く
傾
向
が
強
い
こ
と
で
あ
る
。
販
売
方
法
の
変
化
や
需
要
に
対
応
し

た
製
品
づ
く
り
も
興
味
あ
る
。
こ
う
し
た
地
場
産
業
が
金
沢
を
変
え
て
い
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
非
戦

災
都
市
で
あ
る
ゆ
え
の
都
市
計
画
の
困
難
さ
、
高
地
価
、
冬
の
降
雪
、
伝
統
的
文
化
都
市
と
い
う
立
地
条
件
下
で
、
経
済
の

3
次
化

あ
る
い
は
サ
ー
ビ
ス
化
は
進
み
、
地
場
産
業
の
近
代
化
が
再
び
金
沢
の
商
業
機
能
の
中
心
性
を
高
め
る
か
も
し
れ
な
い
。

五
、
結
び
に
か
え
て

地方都市の人口動態と 3次産業化の関係の事例研究

三
次
産
業
化
が
進
み
始
め
た
地
域
、
そ
れ
が
一
点
集
中
に
な
り
つ
つ
あ
る
状
態
の
地
域
、
三
次
産
業
の
中
で
も
空
間
的
分
化
の
進

み
始
め
て
い
る
地
域
を
選
び
出
し
て
調
査
し
た
が
、
表
面
的
に
な
で
た
だ
け
の
研
究
で
あ
る
。
地
誌
的
な
研
究
も
更
に
必
要
で
あ
ろ

う
。
ま
た
抽
象
化
、
一
般
化
の
理
論
的
考
察
も
必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
特
に
3
次
産
業
の
立
地
の
理
論
的
研
究
は
必
要

で
・
あ
ろ
う
。
そ
の
際
複
雑
な
構
成
で
あ
る
3
次
産
業
を
目
的
に
応
じ
た
形
で
再
（
細
）
分
類
す
る
こ
と
も
考
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

消
費
者
の
買
物
に
関
し
て
の
行
動
の
空
間
的
側
面
に
関
し
て
の
研
究
も
併
せ
て
必
要
で
あ
ろ
う
。

3
次
産
業
化
の
及
ぼ
す
社
会
的
影
響
も
重
要
で
あ
る
。
重
化
学
工
業
化
が
環
境
破
壊
と
い
う
物
理
的
問
題
を
提
起
し
た
如
く
、

3

次
産
業
化
も
大
き
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
場
所
の
研
究
に
は
、
一
側
面
を
強
調
し
な
け
れ
ば
、
興
味
あ
る
結
果
が
得

難
い
が
、
全
体
を
み
る
眼
が
そ
れ
を
更
に
興
味
あ
る
も
の
に
す
る
こ
と
は
強
調
さ
れ
て
よ
い
。

※
こ
の
研
究
は
、
昭
和
五
五
年
度
専
修
大
学
個
別
研
究
助
成
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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